
 

 

提案に関する質問について（回答） 

 

そうか子育て応援・情報サイト「ぼっくるん」構築業務委託に係る提案に関する質問について、次のと

おり回答します。 

 

委託名： そうか子育て応援・情報サイト「ぼっくるん」構築業務委託 

番号 

質  問 

回   答 

該当箇所 詳細な内容 

１ 仕様書３ペー

ジ目 

８（１）ア及

びイ 

ＣＭＳについて「ライセンス費用が

発生しないこと」とありますが、Ｍ

ｏｖａｂｌｅＴｙｐｅ等の商用ＣＭ

Ｓについて、ライセンス費用を受託

者側の制作費または保守費に含めて

提案することは不可という理解でよ

ろしいでしょうか。 

また、ＷｏｒｄＰｒｅｓｓ等のオー

プンソースCMSを管理環境として使

用し、公開コンテンツを静的ＨＴＭ

Ｌとして生成・配置する構成は、本

仕様の要件を満たすものと考えてよ

ろしいでしょうか。 

ＣＭＳのライセンス費用を受託者側の

制作費または保守費に含めて提案する

場合も、本仕様の要件を満たすものと

ご理解いただいて差し支えありませ

ん。 

また、ＷｏｒｄＰｒｅｓｓ等のオープ

ンソースＣＭＳを管理環境として使用

し、公開コンテンツを静的ＨＴＭＬと

して生成・配置する構成についても、

本仕様の要件を満たすものとご理解い

ただいて差し支えありません。 

２ 仕様書４ペー

ジ目 

８（２）イ 

 

「『ＣＭＳ』『インターネット相談

システム』の稼働に必要なデータベ

ースは、アプリケーションソフトと

は別のサーバー上で稼働すること」

とありますが、これはＣＭＳおよび

インターネット相談システムを稼働

させるアプリケーションサーバー

と、データベースサーバーを物理的

に別サーバーとして分離する必要が

ある、という理解でよろしいでしょ

うか。 

アプリケーションサーバーと、データ

ベースサーバーを物理的に別サーバー

として分離する必要があるとご理解い

ただいて差し支えありません。 

また、クラウド環境等における論理的

なサーバー分離・仮想サーバー分離で

も要件を満たすものとご理解いただい

て差し支えありません。 



また、クラウド環境等における論理

的なサーバー分離・仮想サーバー分

離でも要件を満たすか、あわせてご

教示ください。 

３ 仕様書４ペー

ジ目 

８（２）ウ 

 

「定期的に脆弱性に関わる診断を行

い、診断結果に基づく適切なセキュ

リティ対策を行うこと」とあります

が、当該脆弱性診断は、受託者が実

施するものか、発注者が実施するも

のか、ご教示ください。 

また、受託者が実施する場合、診断

の対象範囲、実施頻度、診断方法、

費用負担の考え方について、あわせ

てご教示ください。 

なお、発注者側で診断を実施される

場合は、診断結果に基づき受託者側

で対応すべき範囲や対応期限の考え

方について、ご教示ください。 

当該脆弱性診断は、受託者が実施する

ものと想定しています。 

診断の対象範囲、実施頻度、診断方

法、費用負担については、本業務で構

築するシステム（ＣＭＳ、インターネ

ット相談システム、公開Ｗｅｂサーバ

ー等）を対象として、サイト公開前に

最低１回、自らの責任及び費用負担に

より脆弱性診断を実施し、診断結果及

び講じた対策を市へ報告してくださ

い。 

診断方法は提案によりますが、ＩＰＡ

 独立行政法人 情報処理推進機構「安

全なウェブサイトの作り方 第７版」

及び同セキュリティチェックシートの

観点を踏まえ、「根本的解決」に係る

未対策項目が残らないこと（仕様書８

⑴ア）を確認できる内容としてくださ

い。 

４ 仕様書５ペー

ジ目 

９（２）オ・

カ・キ 

 

「市民・支援団体等投稿情報（対象

者別）コンテンツ」「市民コミュニ

ティコンテンツ」とは、具体的に現

サイトのどのページに該当しますで

しょうか。 

また「インターネット相談システ

ム」とは、現サイトのhttps://www.

soka-bokkurun.com/worry/1804-2/

のことで、このページと同等の機能

をもったページを構築するという理

解で合っていますか。 

該当ページは次のとおりです。 

・「市民・支援団体等投稿情報（対象

者別）コンテンツ」（オ）… 「ぼっ

くるん隊」（https://www.soka-bokku

run.com/bokkuruntai/）及び「子育て

応援隊」（https://www.soka-bokkuru

n.com/supporter/column/） 

・「市民コミュニティコンテンツ」

（カ）…「子育てプラス＋」（https:

//www.soka-bokkurun.com/plus/） 

「インターネット相談システム」のペ

ージについて、お示しいただいたリン

クで間違いありません。 

５ 仕様書６ペー

ジ目 

「メールアドレスは新サイト移行後

も引き続き同じものを使用するこ

受託者の対応範囲は、メールサーバー

の契約手続きおよびＤＮＳ設定等のサ



１０（２） 

 

と。なお、メールサーバーの契約手

続きについては、受託事業者が行う

こと」とありますが、受託者の対応

範囲は、メールサーバーの契約手続

きおよびＤＮＳ設定等のサーバー側

設定までという理解でよろしいでし

ょうか。 

また、各利用者のＰＣ・スマートフ

ォン等におけるメールソフトの設定

変更や動作確認については、発注者

側で実施されるものと考えてよろし

いでしょうか。 

ーバー側設定までとご理解いただいて

差し支えありません。 

各利用者端末（ＰＣ・スマートフォン

等）におけるメールソフトの設定変更

及び動作確認は、発注者（市）側で実

施します。 

ただし、受託者は、利用者側設定に必

要となる接続情報（メールサーバー

名、ポート番号、認証方式、暗号化方

式等）の一覧及び設定手順書を提供し

てください。移行に伴う送受信不可等

の事象が生じないよう、切替手順及び

スケジュールについて事前に市と協議

してください。 

６ 仕様書７ペー

ジ目 

１０（５） 

 

導入するアクセシビリティツールに

ついて、ＣＭＳ同様にライセンス費

用が発生しないもの（無償）のもの

を導入する前提となりますでしょう

か。 

無償のものに限定するものではありま

せん。 

導入するツール及び費用の考え方は企

画提案書に明記してください。 

７ 仕様書８ペー

ジ目１５ 

 

「打合せは月1回以上とし、本業務

着手時及び成果品納品時には、必ず

打合せの場を設けること」とありま

すが、当該打合せについては、協議

内容や状況に応じて、対面またはオ

ンライン会議により実施する形でも

よろしいでしょうか。 

また、本業務着手時および成果品納

品時の打合せについても、オンライ

ン会議での実施が可能か、あわせて

ご教示ください。 

いずれの場合も、協議内容や状況に応

じて、オンライン会議を用いて構いま

せん。 

８ 仕様書及びCMS

機能要件一覧

表 

 

ＣＭＳ機能要件一覧表の１−１０で

「１つのページ内で複数の言語の記

述が可能であること。」 

７−９で「英語、中国語（簡体字・

繁体字）、韓国語の３カ国以上の言

語に対する自動翻訳システムを導入

すること。」という表記があります

が、今回の仕様書には多言語化や機

ＣＭＳ機能要件一覧表で必須にしてい

るとおり、多言語対応を前提としてい

ます。 

仕様書にも多言語対応とする文言を追

加いたします。 



械翻訳に関する記載はありませんで

した。今回サイトリニューアルは日

本語サイトのみの制作という理解で

間違いありませんか。 

９ 仕様書及びCMS

機能要件一覧

表 

 

仕様書２ページ目８（１）イで、

「生成されるＷｅｂコンテンツは、

原則として全て静的に生成されたＷ

ｅｂコンテンツとする」と記載され

ています。 

一方で、ＣＭＳ機能要件一覧表の

「７-２１」では、必須要件として

「すべての記事ページに、その記事

ページに関するＳＳＬに対応した問

い合わせフォームを自動で挿入でき

ること」という記載があります。 

静的に生成されたＷｅｂコンテンツ

を前提とした場合、上記のようなフ

ォーム機能については、実装方法に

一定の制約が生じる可能性があると

認識しております。 

また、ＣＭＳ機能要件一覧表では、

必須要件に「×」が付いた場合は失

格とされています。 

つきましては、今回のＣＭＳ機能要

件一覧表について、仕様書本文との

整合性を含め、どの程度厳格に運用

される想定かご教示いただけますで

しょうか。 

特に、仕様書上の「静的に生成され

たＷｅｂコンテンツ」という前提

と、ＣＭＳ機能要件一覧表に記載さ

れた動的機能に関する要件との関係

について、確認させていただきたく

存じます。 

仕様書８⑴イは原則として静的生成と

した上で、「必要に応じて動的に生成

されることが適当なＷｅｂコンテンツ

を提案する場合は、別途草加市と協議

の上決定する」と定めています。ＣＭ

Ｓ機能要件一覧表１-１１も同様に、

公開ファイルは静的ＨＴＭＬを原則と

しつつ、イベントカレンダー等の動的

表示が望ましいページはこの限りでな

いとしています。 

静的ＨＴＭＬ生成を基本としつつ、こ

れらの動的機能をフォーム送信処理・

ＡＰＩ・サーバーサイド処理等により

実現する構成を妨げません。実現方式

は企画提案書に明記してください。 

 


